


















ある。寿永二年（一一八三）十一月、頼朝は代官として義経を送って義仲を牽制し、法皇は義仲 京都からの退去を命じた 法皇は義仲を退け頼朝と結ぶことを望んでおり、 仲は自身が退去した都に が頼朝代官を導入することを恐れていた。　
こういう状況で、自前で兵力を集め、合戦をすることができない法皇が仕掛けた唯一の合戦が法住寺（殿）合戦





うとしている法住寺殿に、彼らが武士を相具 て（ 『吉記』一八日条）姿を見せていること自体が不思議である。とくに明雲は、かつて法皇 よって伊豆に流されそうになったことがあ 。平氏の護持僧で、批判されながらも都に留まった いうが、それでも法住寺殿に籠城したのは理解しにくかった。　
この点を明快に説明したのが、横内裕人「密教修法から見た治承・寿永内乱と後白河院の王権」 （ 『日本中世の仏











みをつないだとする河内の説明は不可解であ （一〇八頁） 。合戦が義仲の勝利に終わリ、宮が義仲の手中に落ちた場合、再び皇位問題が蒸し返され、後鳥羽が廃され、北陸宮が擁立される危惧がある。それを避けるため、法皇が事前に宮 脱出させたのである。二年後 文治元年（一 八五）十一月に「三条宮の息（中略）一昨日入洛、頼朝の沙汰と云々」 （ 『玉葉』一四日条）とある。院御所を脱出し 北陸宮は頼朝（直接には義経）の保護下に入ったのである。義仲 対して法 が強気に挙兵したのも 頼朝との連携が背後にあった故と見られ③源頼朝と一条能保　
元暦元年（一一八四）二月、 一の谷の合戦後、 頼朝は使者を京都の義経・範頼に送り、 「洛陽警固以下」を命じ（ 『吾






































の近臣の筆頭に位置していた。北条時政の娘に「坊門中将忠清室」が見られる（ 『諸家系 纂』一二上） 。忠清は信清の息である。坊門家と北条氏との密接な関係が、新生の執権政治に対する上皇の態度に影響 及ぼしている。　
政権を握った時政は建仁三年十月、女婿の平賀朝雅を京都守護として派遣した。十一月三十日、上皇が東大寺供
養に出席した時、朝雅が数万の兵を率 て守護役を勤めたと『東大寺縁起』 見え 。然しこの史料の信憑性には疑問がある上に、この供養に武士が警固したことを示す痕跡は全くなく、朝雅が警固に当たっ という説は じられない。　
明けて元久元年正月二十一日、朝雅 上皇の水無瀬殿に姿を現す。上洛後の朝雅に関する最初の確実な情報であ
る。　




元久元年三月、伊賀・伊勢で平氏一族の叛乱があった。この叛乱に関する史料は、 『明月記』 『仲資王記』 『三長記』
ら三種の公家の日記と『吾妻鏡』とに大別される。前三者の記事には共通点が多く、三月十八日、伊勢で叛乱がおこり、二十一日、院御所で評定があり、二十二日、追討使平賀朝雅が伊勢に下向するが 到着以前に在地の武士によって乱は平定されており、朝雅は四月二日、都に凱旋することになっている。　『吾妻鏡』の記事は全く違っている。三月九日、朝雅の飛脚が鎌倉に到着し謀叛の勃発を告げる。従って乱の勃発は、二月末、三月初頭となる。伊勢だけでなく伊賀でも叛乱があ た し、伊勢で 朝明郡、阿濃郡、多気郡転戦している。現地での合戦 終了を記した記事はなく 凱旋の記事もないが、四月二十九日が現地に関する最後の日付である。記事には若干の混乱がある。　前者が伊勢のみ、後者が伊賀・伊勢、前者が 十八日から四月二日、後者が三月初めから四月二十九日という。





①三月二十一日、 「伊賀国吏務すべきの由、朝雅に仰す」 （ 『明月記』 ）とある。朝雅は父義信の後を受け武蔵守で
あった。二国の国守を兼務できないから吏務としたのであるが、実質は国守兼務であり、異例の優遇である。②二十二日、朝雅は伊勢に下向した。その夜、朝雅のもとに伊勢の逆徒が追討され 由の飛脚が到来した（ 『仲資王記』 ）それでも朝雅は伊勢に赴いた。どこに行って、何をした は不明である。③四月二日、朝雅は帰洛した 「洛都見物の車、雲の如きか」 （ 『仲資王記』 ）とある。④朝政が出発する二十二日から七日間、仁和寺大聖院では道法法親王が転法輪法を行い 院御所（京極殿）では慈円が一字金輪法を修している。いずれも「伊勢平氏謀反調伏」の為である（ 『御室相承記』六、 『門葉記』一） 。　
修法から雲の如き見物まで、この規模の派兵に対して余りに過度である。しかも朝雅が戦った証拠さえない。
　
伊勢平氏の謀反は当時は幕府が処理する問題であり 平賀朝雅 幕府の命を受けて鎮圧に当った。本来は武家の
職務である謀反人の鎮圧に治天の君である後鳥羽上皇は初めて手を出した。こ 場合も担当者は平賀朝雅であった。上皇は最初に理念的なセレモニーとしての謀叛人平定を演出し、しかる後に幕府側による実質的な謀叛人平定が行
42
われたのである。　
上皇は坊門信清の娘と源実朝との結婚を通じて円満な公武関係を構築し、実朝を支配下に入れるとともに、幕府
が派遣した京都守護平賀朝雅を院近臣に組織し、実朝をめぐる関係を補強するはずであった。　
上皇の意向に対応して、幕府側で融和政策を推進したのは、北条時政・牧の方の夫妻であった。然しこれに対す
る反対の動きは北条政子・義時の側に見られた。　
朝雅は実朝を補強するどころか 将軍の地位を狙って討たれ、幕政の中軸も、時政から政子・義時に移動した。
後鳥羽上皇と幕府との関係には、早くも暗影が投げかけられた。　
承久の乱にたどり着くまでにはなお多くの問題があるが、今はこれ以上述べる余裕がない。
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